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(57)【要約】

【課題】ビールジョッキの内外を効率的に簡単で楽に洗

浄でき、構成が簡単で製作が容易な洗浄ブラシを提供す

る。

【解決手段】Ｕ字状の把手２の両端に一対のブラシ本体

３を平行に伸びるように結合して洗浄ブラシ１を構成す

る。把手２は金属管材４の中間部に扁平部４ａを形成し

、ここを湾曲させてＵ字状に形成し、これに合成樹脂製

の柔軟なカバー５を被覆する。ブラシ本体３は、２本の

金属線を心線６として、毛材７を挟んで撚り、毛材７を

螺旋状に連続するように固定して構成する。ブラシ本体

３は、相互の毛材７の先端部が接する間隔とする。心線

６の基端部は管材４をかしめて固定する。心線６の先端

部は、渦巻き状に湾曲させて毛材７がジョッキの内面に

良好に接触するようにする。一方のブラシ本体３をジョ

ッキの内部に挿入して、ジョッキの内外両側面を同時に

洗浄できる。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ほ ぼ Ｕ 字 状 に 湾 曲 す る 把 手 の 両 端 に 棒 状 の ブ ラ シ 本 体 を 取 り 付 け て 成 り 、
前 記 ブ ラ シ 本 体 は 、 一 対 の 金 属 心 線 の 相 互 間 に 毛 材 を 挟 ん で 撚 り 、 金 属 心 線 周 り に 螺 旋 状
に 毛 材 を 配 し て 成 り 、 一 対 が 互 い に 毛 先 を 接 触 さ せ る 間 隔 で 把 手 に 取 り 付 け ら れ 、
前 記 把 手 は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 の 管 材 を 湾 曲 さ せ て 成 り 、 湾 曲 部 に 圧 搾 成 型 に よ る 扁
平 部 を 有 し 、 こ の 扁 平 部 が 前 記 一 対 の ブ ラ シ 本 体 間 を 開 閉 す る ば ね 性 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る ジ ョ ッ キ 洗 浄 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 属 心 線 の 先 端 部 が 、 基 端 寄 り の 位 置 か ら 把 手 の 延 伸 面 に 対 し て 一 方 へ 直 交 方 向 に 膨
出 し 、 こ れ よ り 先 端 側 の 位 置 で 反 対 方 向 へ 戻 る よ う に 円 弧 状 に 湾 曲 し て 終 結 し 、 毛 材 が こ
れ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ジ ョ ッ キ 洗 浄 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ブ ラ シ 本 体 の 金 属 心 線 の 基 端 部 が 、 前 記 把 手 の 両 端 に 挿 入 さ れ 、 か し め 止 め さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ジ ョ ッ キ 洗 浄 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ブ ラ シ 本 体 の 金 属 心 線 の 基 端 部 が 、 前 記 把 手 の 両 端 に 着 脱 自 在 に 挿 入 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ジ ョ ッ キ 洗 浄 ブ ラ シ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 、 ジ ョ ッ キ を 洗 浄 す る た め の ブ ラ シ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ジ ョ ッ キ の 洗 浄 作 業 で は 、 内 側 を ブ ラ シ で 洗 い 、 外 側 は ス ポ ン ジ 等 で 洗 っ て い る 。
ブ ラ シ は 、 ジ ョ ッ キ の ほ ぼ ７ ０ ｍ ｍ の 内 径 に 対 応 す る ほ ぼ ８ ０ ｍ ｍ の 外 径 を 有 す る １ 本 の
も の で あ る 。 こ の ブ ラ シ は 、 毛 足 が ほ ぼ ４ ０ ｍ ｍ と 比 較 的 長 い の で 、 毛 材 の 弾 力 が 弱 く 、
短 時 間 で 効 率 的 に ジ ョ ッ キ の 洗 浄 を 行 う こ と が で き な い し 、 ジ ョ ッ キ の 外 側 面 の 洗 浄 作 業
に は 使 用 し に く い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 本 考 案 は 、 毛 材 に 十 分 な 弾 力 が あ り 、 短 時 間 で 効 率 的 に ジ ョ ッ キ の 洗 浄 を 行 う こ
と が で き 、 ジ ョ ッ キ の 外 側 面 の 洗 浄 作 業 に も 使 用 で き る ジ ョ ッ キ 洗 浄 ブ ラ シ を 提 供 す る こ
と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 考 案 に お い て は 、 ほ ぼ Ｕ 字 状 に 湾 曲 す る 把 手 ２ の 両 端 に 棒 状
の ブ ラ シ 本 体 ３ を 取 り 付 け て ジ ョ ッ キ 洗 浄 ブ ラ シ １ を 構 成 す る 。 ブ ラ シ 本 体 ３ は 、 一 対 の
金 属 心 線 ６ の 相 互 間 に 毛 材 ７ を 挟 ん で 撚 り 、 金 属 心 線 ６ 周 り に 螺 旋 状 に 毛 材 ７ を 配 し て 成
る 。 ブ ラ シ 本 体 ３ の 一 対 が 互 い に 毛 先 を 接 触 さ せ る 間 隔 で 把 手 ２ に 取 り 付 け ら れ る 。 把 手
２ は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 の 管 材 ４ を 湾 曲 さ せ て 構 成 し 、 湾 曲 部 に 圧 搾 成 型 に よ る 扁 平
部 ４ ａ を 設 け る 。 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ を ジ ョ ッ キ ８ 内 に 挿 入 し 、 内 側 を 洗 浄 す る 。 一 対 の
ブ ラ シ 本 体 ３ を 並 べ た 幅 寸 法 が ジ ョ ッ キ ８ の 内 径 に ほ ぼ 対 応 す る 。 ジ ョ ッ キ ８ の 内 径 が ７
０ ｍ ｍ と す れ ば 、 ブ ラ シ 本 体 の 毛 足 の 長 さ は ２ ０ ｍ ｍ 程 度 で 、 良 好 な 弾 力 を 保 持 す る 。 一
対 の ブ ラ シ 本 体 ３ 間 に ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 を 挟 め ば 、 ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 の 内 外 を 同 時 に 洗 浄
で き る 。 こ の 場 合 、 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ 間 に 、 把 手 ２ の 扁 平 な 湾 曲 部 に よ る 良 好 な 弾 性 を
も っ て ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 を 挟 み 、 効 率 的 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。 把 手 ２ の 素 材 で あ る １
本 の ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 管 材 ４ の 中 央 部 を 圧 搾 し て 扁 平 部 ４ ａ を 形 成 し 、 こ の 扁 平 部 ４
ａ を 円 弧 状 に 屈 曲 さ せ る こ と で 容 易 に 把 手 ２ を 形 成 で き る 。
金 属 心 線 ６ の 先 端 部 を 、 基 端 寄 り の 位 置 か ら 把 手 ２ の 延 伸 面 に 対 し て 一 方 へ 直 交 方 向 に 膨
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出 さ せ 、 こ れ よ り 先 端 側 の 位 置 で 反 対 方 向 へ 戻 る よ う に 円 弧 状 に 湾 曲 さ せ て 終 結 さ せ れ ば
、 ブ ラ シ １ の 先 端 部 に 放 射 状 に 毛 材 ７ が 配 置 さ れ 、 ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 の 最 下 部 付 近 か ら 底
部 に わ た る 断 面 円 弧 状 の 部 位 を 効 率 的 に 洗 浄 で き る 。
ブ ラ シ 本 体 ３ の 金 属 心 線 ６ の 基 端 部 を 把 手 ２ の 両 端 に 挿 入 し て 、 か し め 止 め す る こ と で 容
易 に 両 者 を 結 合 で き る 。
ブ ラ シ 本 体 ３ の 金 属 心 線 ６ の 基 端 部 を 把 手 ２ の 両 端 に 着 脱 自 在 に 挿 入 す る よ う に す れ ば 、
消 耗 品 で あ る ブ ラ シ 本 体 ３ を 把 手 ２ と 別 個 に 交 換 す る こ と が で き て 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
本 考 案 の 実 施 の 一 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 洗 浄 ブ ラ シ の 正 面 図 、 図 ２ は 側
面 図 、 図 ３ は 平 面 図 、 図 ４ は 底 面 図 、 図 ５ は 心 線 材 の 正 面 図 、 図 ６ は 心 線 材 の 側 面 図 、 図
７ は 洗 浄 ブ ラ シ の 使 用 状 態 の 正 面 図 、 図 ８ は 洗 浄 ブ ラ シ の 他 の 使 用 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
図 １ 乃 至 図 ４ に お い て 、 洗 浄 ブ ラ シ １ は 、 Ｕ 字 状 の 把 手 ２ と 、 把 手 ２ の 両 端 に 結 合 し て ほ
ぼ 平 行 に 棒 状 伸 び た 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
把 手 ２ は 、 図 ６ ， 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 の 管 材 ４ で 構 成 さ れ る 。 直 線
状 の 管 材 ４ の 中 間 部 を 圧 搾 し て 扁 平 部 ４ ａ を 形 成 し 、 こ の 扁 平 部 ４ ａ を 円 弧 状 に 湾 曲 さ せ
て Ｕ 字 状 に 形 成 す る 。 把 手 ２ の 形 成 は 容 易 で あ る 。 扁 平 部 ４ ａ に よ り 、 把 手 ２ を 握 っ た と
き に 、 そ れ の 両 端 部 の 相 互 間 を 弾 性 的 に 拡 大 、 縮 小 で き る 。 管 材 ４ を 合 成 樹 脂 製 の 柔 軟 な
カ バ ー ５ で 被 覆 し て 把 手 ２ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ブ ラ シ 本 体 ３ は 、 金 属 製 の 心 線 ６ の 周 り に 毛 材 ７ を 植 設 し て 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 ブ ラ
シ 本 体 ３ は 、 ２ 本 の 心 線 材 の 相 互 間 に 毛 材 ７ を 挟 み 、 心 線 材 を 撚 っ て 構 成 さ れ る 。 毛 材 ７
は 心 線 ６ の 周 り に 螺 旋 状 に 連 続 し た 並 び と な る 。 ほ ぼ 平 行 な ブ ラ シ 本 体 ３ ， ３ の 相 互 間 隔
は 、 互 い の 毛 材 ７ ， ７ の 先 端 部 分 が 接 し 、 あ る い は 重 合 す る 程 度 に な っ て い る 。 図 ５ ， 図
６ に 示 す よ う に 、 金 属 心 線 ６ の 基 端 部 は 、 把 手 ２ の 両 端 の 管 状 部 に 挿 入 さ れ 、 か し め 止 め
さ れ て い る 。 心 線 ６ の 基 端 部 は 、 把 手 ２ の 両 端 の 管 状 部 に 着 脱 自 在 に 挿 入 す る よ う に 構 成
す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 個 別 交 換 で き 経 済 的 で あ る 。 金 属 心 線 ６ の 先 端 部 は 、 基 端
寄 り の 位 置 か ら 把 手 ２ の 延 伸 面 に 対 し て 一 方 へ 直 交 方 向 に 膨 出 し 、 こ れ よ り 先 端 側 の 位 置
で 反 対 方 向 へ 戻 る よ う に 円 弧 状 に 湾 曲 し て 終 結 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ を ジ ョ ッ キ ８ 内 に 挿 入 し 、 内 側 を 洗 浄 す る 。 一 対
の ブ ラ シ 本 体 ３ を 並 べ た 幅 寸 法 が ジ ョ ッ キ ８ の 内 径 に ほ ぼ 対 応 す る 。 ジ ョ ッ キ の 内 径 が ７
０ ｍ ｍ と す れ ば 、 ブ ラ シ 本 体 の 毛 足 の 長 さ は ２ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る 。 毛 材 ７ は 洗 浄 の た め に
良 好 な 弾 力 を 保 持 す る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ ， ３ 間 に ジ ョ ッ キ ８ の 側
壁 を 挟 め ば 、 ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 の 内 外 を 同 時 に 洗 浄 で き る 。 こ の 場 合 、 作 業 者 が 把 手 を 握
る と 、 把 手 ２ の 扁 平 な 湾 曲 部 に よ り 、 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ ， ３ 間 に 、 ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 を
挟 む 良 好 な 弾 力 が 付 与 さ れ 、 効 率 的 に 洗 浄 で き る 。 金 属 心 線 ６ の 先 端 部 の 曲 が り に よ り 、
ブ ラ シ 本 体 ３ の 先 端 部 に 放 射 状 に 毛 材 ７ が 配 置 さ れ 、 ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 の 最 下 部 付 近 か ら
底 部 に わ た る 断 面 円 弧 状 の 部 位 を 効 率 的 に 洗 浄 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 考 案 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 考 案 に お い て は 、 ほ ぼ Ｕ 字 状 に 湾 曲 す る 把 手 ２ の 両 端 に 棒 状 の ブ ラ シ 本
体 ３ を 取 り 付 け て ジ ョ ッ キ 洗 浄 ブ ラ シ １ を 構 成 し 、 ブ ラ シ 本 体 ３ は 、 一 対 の 金 属 心 線 ６ の
相 互 間 に 毛 材 ７ を 挟 ん で 撚 り 、 金 属 心 線 ６ 周 り に 螺 旋 状 に 毛 材 ７ を 配 し て 成 り 、 ブ ラ シ 本
体 ３ の 一 対 を 互 い に 毛 先 を 接 触 さ せ る 間 隔 で 把 手 ２ に 取 り 付 け 、 把 手 ２ は 、 ス テ ン レ ス ス
チ ー ル 製 の 管 材 ４ を 湾 曲 さ せ て 構 成 し 、 湾 曲 部 に 圧 搾 成 型 に よ る 扁 平 部 ４ ａ を 設 け る よ う
に し た た め 、 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ を ジ ョ ッ キ ８ 内 に 挿 入 し 、 内 側 を 洗 浄 す れ ば 、 毛 材 ７ が
良 好 な 弾 力 を 保 持 し て 効 率 的 に 洗 浄 で き 、 一 対 の ブ ラ シ 本 体 ３ ， ３ 間 に ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁
を 挟 め ば 、 扁 平 な 湾 曲 部 の 良 好 な 弾 性 で ジ ョ ッ キ ８ の 側 壁 の 内 外 を 同 時 に 効 率 的 に 洗 浄 で
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き る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 洗 浄 ブ ラ シ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 洗 浄 ブ ラ シ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 洗 浄 ブ ラ シ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 洗 浄 ブ ラ シ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 心 線 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 心 線 材 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 洗 浄 ブ ラ シ の 使 用 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 洗 浄 ブ ラ シ の 他 の 使 用 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 洗 浄 ブ ラ シ
２ 　 　 把 手
３ 　 　 ブ ラ シ 本 体
４ 　 　 管 材
４ ａ 　 扁 平 部
６ 　 　 心 線 材
７ 　 　 毛 材
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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